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合あ
い

川か
わ

正ま
さ

道み
ち

は
近
江
国
志
賀
谷
（
現
米
原
市
）
の
生
ま
れ
で
幼
名

を
太
郎
と
言
い
、
神
童
の
聞
こ
え
が
高
く
、
わ
け
あ
っ
て
母
と
共

に
、
美
濃
国
不
破
郡
の
関
ケ
原
宿
本
陣
家
の
系
譜
を
引
く
合
川
東

一
郎
の
養
嗣し

子し

と
な
っ
た
と
い
う
。
本
姓
は
森
田
と
も
馬
淵
と
も

伝
え
ら
れ
る
が
い
ず
れ
と
も
分
か
ら
な
い
。
旗
本
竹
中
家
の
家
臣

で
あ
っ
た
合
川
家
が
維
新
の
あ
お
り
を
受
け
て
で
あ
ろ
う
、
東
一

郎
の
代
で
断
絶
し
て
し
ま
っ
た
た
め
で
あ
る
。
こ
の
た
め
合
川
母

子
は
、
近
隣
の
不
破
郡
岩
手
村
（
現
垂
井
町
）
の
、
や
は
り
竹

中
家
の
家
臣
の
出
身
で
あ
っ
た
兵
庫
県
令
神
田
孝
平
を
頼
っ
て
神

戸
に
出
た
と
い
う
。
一
八
七
二
（
明
治
五
）
年
暮
れ
、
合
川
正
道

十
二
歳
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

合
川
は
初
め
神
戸
洋
学
校
に
入
り
英
学
を
学
び
、
の
ち
に
イ
ギ

リ
ス
人
ア
イ
ザ
ッ
ク
・
イ
ー
ト
ン
の
勧
め
で
彼
が
教
鞭
を
と
る
大

坂
外
国
語
学
校
（
の
ち
大
坂
英
語
学
校
）
に
入
学
し
た
。
大
阪
で

の
二
年
目
の
勉
学
の
よ
う
す
が
僅
か
に
知
ら
れ
る
「
明
治
七
年
生

徒
勤
惰
明
細
表
」
に
よ
れ
ば
、
写
字
四
時
間
と
い
う
罰
が
課
せ
ら

れ
て
い
る
も
の
の
、
年
間
出
席
日
数
二
一
六
日
中
、
欠
席
は
四
日

の
み
で
そ
の
勤
勉
さ
が
う
か
が
え
る
。

　

七
五
年
、
合
川
は
上
京
し
て
開
成
学
校
に
入
学
、
七
八
年
東
京

大
学
法
学
部
に
進
み
、
八
一
年
七
月
に
卒
業
し
た
。
大
学
の
同
期

八
人
に
は
英
吉
利
法
律
学
校
の
講
師
・
幹
事
と
な
る
松
野
貞
一
郎

や
内
閣
総
理
大
臣
と
な
っ
た
加
藤
高
明
が
い
た
。
合
川
は
冷
静
沈

着
で
温
厚
で
は
あ
る
が
協
調
性
に
は
欠
け
、
平
素
は
読
書
に
ふ

け
っ
て
交
友
は
少
な
か
っ
た
と
い
う
。

　

卒
業
後
、
政
府
の
法
律
審
議
機
関
で
あ
る
元
老
院
の
准
判
任
御

用
掛
に
任
じ
ら
れ
た
。
元
老
院
は
二
度
に
わ
た
っ
て
憲
法
案
起
草

を
担
当
す
る
な
ど
、
わ
が
国
の
法
整
備
の
最
先
端
を
担
う
機
構
で

あ
り
、
議
官
に
は
学
識
者
や
行
政
経
験
の
豊
か
な
者
が
任
じ
ら

れ
、
そ
れ
を
法
制
官
僚
が
補
佐
す
る
か
た
ち
を
と
っ
て
い
た
。

こ
の
元
老
院
に
神
田
孝
平
が
議
官
と
な
っ
て
い
た
。
神
田
は
わ
が

国
の
土
地
制
度
改
革
や
地
方
制
度
に
豊
富
な
知
識
と
経
験
を
持
つ

啓
蒙
的
官
僚
で
あ
っ
た
が
、
会
社
並
び
に
組
合
条
例
の
審
査
に
携

わ
っ
て
い
た
。
合
川
の
元
老
院
へ
の
任
官
は
、
あ
る
い
は
神
田
が

関
係
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
元
老
院
で
は
も
っ
ぱ
ら
調
査

課
に
勤
務
し
た
と
い
う
か
ら
、
内
外
の
諸
法
制
調
査
を
担
当
し
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。
英
吉
利
法
律
学
校
創
立
の
八
五
年
六
月
に
は

同
院
の
権
少
書
記
官
に
進
み
、
翌
年
に
は
調
査
課
長
と
な
っ
て
い

る
。
さ
ら
に
そ
の
学
識
を
買
わ
れ
て
、
八
八
年
に
は
文
官
普
通
試

験
委
員
、
帝
室
制
度
取
調
掛
を
相
次
い
で
命
じ
ら
れ
、
十
一
月
に

は
大
日
本
帝
国
憲
法
制
定
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
井
上
毅
が

長
官
を
務
め
る
内
閣
法
制
局
の
参
事
官
と
な
っ
た
。

　

法
制
局
で
は
司
法
部
勤
務
を
命
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
八
九
年
二

月
十
一
日
大
日
本
帝
国
憲
法
が
発
布
さ
れ
る
と
、
同
年
五
月
に
官

を
辞
し
代
言
人
と
な
っ
た
。
こ
の
辞
官
の
事
情
に
は
計
り
か
ね
る

も
の
が
あ
る
が
、

十
一
月
に
帝
国

憲
法
発
布
記
念

章
を
与
え
ら
れ

て
い
る
と
こ
ろ

を
み
る
と
、
憲

法
関
係
で
の
貢

献
が
大
き
か
っ

た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
そ
う
し
た
合
川
は
代
言
人
と
し
て
は

人
々
の
苦
し
み
を
救
う
こ
と
に
専
念
し
て
い
た
と
い
う
が
、
そ
の

性
向
の
故
か
一
年
足
ら
ず
で
再
び
華
族
会
館
主
査
と
な
り
、
ま
た

文
部
省
参
事
官
と
し
て
官
界
復
帰
し
た
。
同
時
に
高
等
商
業
学
校

（
現
一
橋
大
学
）
で
も
教
鞭
を
と
っ
て
「
す
こ
ぶ
る
声
望
あ
り
」

と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　

合
川
は
大
学
卒
業
時
に
書
い
て
印
刷
し
た
『
憲
法
原
則
』
以

来
、
英
吉
利
法
律
学
校
・
東
京
法
学
院
や
専
修
学
校
の
講
義
録
も

含
め
、
九
四
年
に
肺
患
で
没
す
る
ま
で
の
一
三
年
間
に
二
〇
冊
を

超
え
る
著
作
を
公
に
し
て
い
る
。
最
新
の
英
国
契
約
法
を
講
じ
た

著
書
も
あ
っ
た
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
憲
法
と
憲
法
政
治
に
関
す

る
も
の
で
あ
っ
た
。
東
京
法
学
院
卒
業
生
の
岩
波
一
郎
は
、
合
川

の
講
義
は
個
人
主
義
を
排
し
国
家
教
育
の
本
旨
を
諄

じ
ゅ
ん

々じ
ゅ
んと
説
い
て

い
た
が
、
穂
積
八
束
の
憲
法
論
と
は
よ
ほ
ど
異
な
っ
て
い
た
と
追

想
し
て
い
る
。
そ
の
憲
法
学
は
家
永
三
郎
に
よ
れ
ば
「
日
本
ア
カ

デ
ミ
ズ
ム
憲
法
学
の
萌
芽
」
で
あ
り
、
合
川
は
そ
の
「
創
始
者
」

と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
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岐
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